
【計画の性格】
鳴瀬川流域における健全な水循環の保全に関する施策の効果的
な推進を図るため，定めるもの。

鳴瀬川流域水循環計画（第2期）の概要

第１章 計画の基本的事項

● 地球温暖化に伴う気候変動
→水害の激甚化・頻発化，渇水の深刻化，生態系への影響

● 東日本大震災の影響
→津波襲来による沿岸部生態系への影響
復旧・復興事業等による大規模な地形改変，山林開発の急増

● 水循環基本法の成立
→水循環に関する施策の基本理念，水循環関係者の責務を明確化

温故知新による地域に根ざした水循環に関わる取組の連携と推進

【基本理念】

【目指す将来像】

流域の特徴を踏まえた水循環保全施策を展開する流域
健全な水循環の保全に向けてすべての主体が行動する流域

流域水循環計画推進会議の開催
水循環の保全に関わる各種施策・取組推進
関係団体の活動支援，連携・協働の推進
水道水源特定保全地域の指定

第４章 計画の基本理念と目指す将来像

【計画の位置付け】

【鳴瀬川流域】

鳴瀬川

【健全な水循環を構成する4つの要素】

これら要素が抱える課題に対応した施策を講じていくことで，健全な水循環がもた
らす恩恵を維持・回復できる。

第２章 計画を取り巻く状況の変化

第３章 鳴瀬川流域の現状
【流域・河川の概要】
県立自然公園船形連峰，世界農業遺産「大崎耕土」（持続可
能な水田農業を支える伝統的水管理システム），品井沼干拓，
野蒜築港跡，東名運河，北上運河（水に関わる歴史的遺産），
特別名勝松島
鳴瀬川，吉田川，高城川，鶴田川，砂押川

【森林・農地の概要】
森林・農地の状況と面積の推移

【水循環の4つの要素から見た現状と課題】
①清らかな流れ：河川，湖沼，海域の環境基準達成状況等
②豊かな流れ ：利水の状況，流況（水量），土地利用等
③安全な流れ ：歴史，河川・海岸整備状況，危機管理等
④豊かな生態系：概況，貴重な在来種，外来種等

第５章 流域の健全な水循環の保全に関わる施策・取組

「公共用水域水質測定計画」，「宮城県自然環境保全基本方針」，「宮城
県生物多様性地域戦略」，「宮城食と農の県民条例基本計画」，「みやぎ
森と緑の県民条例基本計画」，「地域森林計画」，「鳴瀬川水系河川整備
計画」，「宮城県水道ビジョン」，「人 水 地球 甦る水環境みやぎ
（宮城県生活排水処理基本構想）」，「宮城県地球温暖化対策実行計画
（区域施策編）」 など

【水循環の保全に関わる行政計画・施策】

第６章 計画推進のための方策
【各主体の役割】

【県が行う主な取組内容】

【管理指標とモニタリング】

第７章 水道水源特定保全地域の指定
流域水循環計画に基づき，山間部の水道水源地域のうち，地域の良好な水環
境を図る上で特に重要な区域を指定（ふるさと宮城の水循環保全条例第13条）

県民，事業者，民間団体及びNPO法人，教育研究機関及び行政
機関に期待される役割のもと自主的・積極的に取り組む

「ふるさと宮城の水循環保全条例」及び「水循環保全基本計
画」に基づき策定している「鳴瀬川流域水循環計画」について，
平成29年度に終期を迎えた第1期計画での取組や計画を取り巻く
状況の変化等を踏まえ，第2期計画を策定する。

鳴瀬川流域水循環計画(第2期）の策定

【計画期間】
平成30年度から平成39年度

吉田川

高城川

砂押川

【第1期計画における10年間の取組】

・鳴瀬川水系流域
・砂押川水系流域
・高城川水系流域
・これら水系の沿岸域

下線：第1期計画から追加

宮城県水循環保全基本計画 

（平成18年12月策定、平成28年3月変更） 

宮城県環境基本計画（平成28年 3月） 
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流域水循環計画（5流域） 

環境分野の個別計画

流域における健全な水循環 

保全施策の効果的な推進 

南三陸海岸流域水循環計画 

北上川流域水循環計画(平成23年1月) 

鳴瀬川流域水循環計画(平成21年3月)

名取川流域水循環計画(平成23年1月)
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※南三陸海岸・阿武隈川流域は未策定 

宮城の将来ビジョン 

（平成19年3月策定、平成29年3月改定） 

流域水循環計画 

として認定 

（平成29年4月）
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